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    第一章


    
      1パウロ、シルワノ、テモテ、書ふみを父ちちなる神かみおよび主しゅイエス・キリストにあるテサロニケ人ひとの教會けうくわいに贈おくる。願ねがはくは恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに在あらんことを。
    


    
      2われら祈いのりのときに汝なんぢらを憶おぼえて、常つねに汝なんぢら衆人もろもろのために神かみに感謝かんしゃす。 3これ汝なんぢらが信仰しんかうのはたらき、愛あいの勞苦らうく、主しゅイエス・キリストに對たいする望のぞみの忍耐にんたいを、我われらの父ちちなる神かみの前まへに絶たえず念おもふに因よりてなり。 4神かみに愛あいせらるる兄弟きゃうだいよ、また汝なんぢらの選えらばれたることを知しるに因よりてなり。 5それ我われらの福音ふくいんの汝なんぢらに至いたりしは、言ことばにのみ由よらず、能力ちからと聖せい靈れいと大おほいなる確信かくしんとに由よれり。且かつわれらが汝なんぢらの中うちにありて汝なんぢらの爲ために如何いかなる行爲おこなひをなししかは、汝なんぢらの知しる所ところなり。 6かくて汝なんぢらは大おほいなる患難なやみのうちにも、聖せい靈れいによる喜悦よろこびをもて御言みことばをうけ、我われら及および主しゅに效ならふ者ものとなり、 7而しかしてマケドニヤ及およびアカヤに在ある凡すべての信者しんじゃの模範もはんとなれり。 8それは主しゅのことば汝なんぢ等らより出いでて、啻ただにマケドニヤ及およびアカヤに響ひびきしのみならず、神かみに對たいする汝なんぢらの信仰しんかうのことは諸方しょはうに弘ひろまりたるなり。されば之これに就つきては何なにをも語かたるに及およばず。 9人々ひとびと親したしく我われらが汝なんぢらの中うちに入いりし状さまを告つげ、また汝なんぢらが偶像ぐうざうを棄すてて神かみに歸きし、活いける眞まことの神かみに事つかへ、 10神かみの死人しにんの中うちより甦よみがへらせ給たまひし御子みこ、すなはち我われらを來きたらんとする怒いかりより救すくひ出いだすイエスの、天てんより降くだりたまふを待まち望のぞむことを告つぐればなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1兄弟きゃうだいよ、我われらの汝なんぢらに到いたりしことの空むなしからざりしは、汝なんぢら自みづから知しる。 2前さきに我われらは汝なんぢらの知しるごとく、ピリピにて苦難くるしみと侮辱はづかしめとを受うけたれど、我われらの神かみに頼よりて大おほいなる紛爭あらそひのうちに、憚はばからず神かみの福音ふくいんを汝なんぢらに語かたれり。 3我われらの勸すすめは、迷まよひより出いでず、汚穢けがれより出いでず、詭計たばかりを用もちひず、 4神かみに嘉よみせられて福音ふくいんを委ゆだねられたる者ものなれば、人ひとを喜よろこばせんとせず、我われらの心こころを鑒みたまふ神かみを喜よろこばせ奉たてまつらんとして語かたるなり。 5我われらは汝なんぢらの知しるごとく何時いつにても諂諛へつらひの言ことばを用もちひず、事ことによせて慳貪むさぼりをなさず（神かみこれを證あかしし給たまふ） 6キリストの使徒しととして重おもんぜらるべき者ものなれども、汝なんぢらにも他ほかの者ものにも人ひとよりは譽ほまれを求もとめず、 7汝なんぢらの中うちにありて優やさしきこと、母ははの己おのが子こを育そだてやしなふ如ごとくなりき。 8かく我われらは汝なんぢらを戀こひ慕したひ、なんぢらは我われらの愛あいする者ものとなりたれば、啻ただに神かみの福音ふくいんのみならず、我われらの生命いのちをも與あたへんと願ねがへり。 9兄弟きゃうだいよ、なんぢらは我われらの勞らうと苦難くるしみとを記憶きおくす、われらは汝なんぢらの中うちの一人ひとりをも累わずらはすまじとて、夜晝よるひる工わざをなし、勞らうしつつ福音ふくいんを宣傳のべつたへたり。 10また信しんじたる汝なんぢ等らにむかひて、如何いかに潔きよく正ただしく責せむべき所ところなく行おこなひしかは、汝なんぢらも證あかしし神かみも證あかしし給たまふなり。 11汝なんぢらは知しる、我われらが父ちちのその子こに對たいするごとく各人おのおのに對たいし、 12御國みくにと榮光えいくわうとに招まねきたまふ神かみの心こころに適かなひて歩あゆむべきことを勸すすめ、また勵はげまし、また諭さとしたるを。
    


    
      13かくてなほ我われら神かみに感謝かんしゃして巳やまざるは、汝なんぢらが神かみの言ことばを我われらより聞ききし時とき、これを人ひとの言ことばとせず、神かみの言ことばとして受うけし事ことなり。これは誠まことに神かみの言ことばにして、汝なんぢら信しんずる者もののうちに働はたらくなり。 14兄弟きゃうだいよ、汝なんぢらはユダヤに於おけるキリスト・イエスにある神かみの教會けうくわいに效ならふ者ものとなれり、彼かれらのユダヤ人びとに苦くるしめられたる如ごとく、汝なんぢらも己おのが國人くにびとに苦くるしめられたるなり。 15ユダヤ人びとは主しゅイエスをも預言者よげんしゃをも殺ころし、我われらを追おひ出いだし、 16我われらが異邦人いはうじんに語かたりて救すくひを得えさせんとするを拒こばみ、神かみを悦よろこばせず、かつ萬民ばんみんに逆さからひ、かくして常つねに己おのが罪つみを充みたすなり。而しかして神かみの怒いかりはかれらに臨のぞみてその極きはみに至いたれり。
    


    
      17兄弟きゃうだいよ、われら心こころは離はなれねど、顏かほにて暫時しばしなんぢらと離はなれ居をれば、汝なんぢらの顏かほを見みんことを愈々いよいよ切せつに願ねがひて、 18（我われパウロは一度ひとたびならず再度ふたたびまでも）なんぢらに到いたらんと爲したれど、サタンに妨さまたげられたり。 19我われらの主しゅイエスの來きたり給たまふとき、御前みまへにおける我われらの希望のぞみ、また喜悦よろこび、また誇ほこりの冠冕かんむりは誰たれぞ、汝なんぢらならずや。 20實げに汝なんぢらは我われらの光榮くわうえい、我われらの喜悦よろこびなり。
    

  


  


  
    第三章


    
      1この故ゆゑに、もはや忍しのぶこと能あたはず、我等われらのみアテネに留とどまることに決けっし、 2キリストの福音ふくいんにおいて神かみの役者えきしゃたる我われらの兄弟きゃうだいテモテを汝なんぢらに遣つかはせり。これは汝なんぢらを堅かたうし、また信仰しんかうにつきて勸すすめ、 3この患難なやみによりて動うごかさるる者ものの無なからん爲ためなり。患難なやみに遭あふことの我われらに定さだまりたるは、汝なんぢ等らみづから知しる所ところなり。 4我われらが患難なやみに遭あふべきことは、汝なんぢらと偕ともに在ありしとき預あらかじめ告つげたるが、今いま果はたして汝なんぢらの知しるごとく然しか成なれり。 5この故ゆゑに最早もはやわれ忍しのぶこと能あたはず、試こころむる者ものの汝なんぢらを試こころみて、我われらの勞らうの空むなしくならんことを恐おそれ、なんぢらの信仰しんかうを知しらんとて人ひとを遣つかはせり。 6然しかるに今いまテモテ汝なんぢらより歸かへりて、汝なんぢらの信仰しんかうと愛あいとにつきて喜よろこばしき音信おとづれを聞きかせ、又またなんぢら常つねに我われらを懇ねんごろに念おもひ、我われらに逢あはんことを切せつに望のぞみ居をるは、我われらが汝なんぢらに逢あはんことを望のぞむに等ひとしと告つげたるによりて、 7兄弟きゃうだいよ、われらは諸般もろもろの苦難くるしみと患難なやみとの中うちにも、汝なんぢらの信仰しんかうによりて慰安なぐさめを得えたり。 8汝なんぢ等らもし主しゅに在ありて堅かたく立たたば我われらは生いくるなり。 9汝なんぢ等らにつきて我われらの神かみの前まへによろこぶ大おほいなる喜悦よろこびのために、如何いかなる感謝かんしゃをか神かみに献ささぐべき。 10我われらは夜晝よるひる祈いのりて、汝なんぢらの顏かほを見みんことと、汝なんぢらの信仰しんかうの足たらぬ所ところを補おぎなはんこととを切せつに願ねがふ。
    


    
      11願ねがはくは我われらの父ちちなる神かみみづからと我われらの主しゅなるイエスと、我われらを導みちびきて汝なんぢらに到いたらせ給たまはんことを。 12願ねがはくは主しゅ、なんぢら相あひ互たがひの愛あいおよび凡すべての人ひとに對たいする愛あいを増まし、かつ豐ゆたかにして、我われらが汝なんぢらを愛あいする如ごとくならしめ、 13かくして汝なんぢらの心こころを堅かたうし、我われらの主しゅイエスの、凡すべての聖徒せいとと偕ともに來きたりたまふ時とき、われらの父ちちなる神かみの前まへに潔きよくして責せむべき所ところなからしめ給たまはんことを。
    

  


  


  
    第四章


    
      1されば兄弟きゃうだいよ、終をはりに我われら主しゅイエスによりて汝なんぢらに求もとめ、かつ勸すすむ。なんぢら如何いかに歩あゆみて神かみを悦よろこばすべきかを我等われらより學まなびし如ごとく、また歩あゆみをる如ごとくに増々ますます進すすまんことを。 2我われらが主しゅイエスに頼よりて如何いかなる命令めいれいを與あたへしかは、汝なんぢらの知しる所ところなり。 3それ神かみの御旨みむねは、なんぢらの潔きよからんことにして、即すなはち淫行いんかうをつつしみ、 4各人おのおのおのが妻つまを得えて、潔きよくかつ貴たふとくし、 5神かみを知しらぬ異邦人いはうじんのごとく情じゃう慾よくを放縱ほしいままにすまじきを知しり、 6かかる事ことによりて兄弟きゃうだいを欺あざむき、また掠かすめざらんことなり。凡すべて此これ等らのことを行おこなふ者ものに主しゅの報むくいし給たまふは、わが既すでに汝なんぢらに告つげ、かつ證あかしせしごとし。 7神かみの我われらを招まねき給たまひしは、汚穢けがれを行おこなはしめん爲ためにあらず、潔きよからしめん爲ためなり。 8この故ゆゑに之これを拒こばむ者ものは人ひとを拒こばむにあらず、汝なんぢらに聖せい靈れいを與あたへたまふ神かみを拒こばむなり。
    


    
      9兄弟きゃうだいの愛あいにつきては汝なんぢらに書かきおくるに及およばず。汝なんぢらは互たがひに相あひ愛あいする事ことを親したしく神かみに教をしへられ、 10また既すでにマケドニヤ全國ぜんこくに在あるすべての兄弟きゃうだいを愛あいするに因よりてなり。されど兄弟きゃうだいよ、なんぢらに勸すすむ。ますます之これを行おこなひ、 11我われらが前さきに命めいぜしことく力つとめて安靜しづかにし、己おのれの業わざをなし、手てづから働はたらけ。 12これ外そとの人ひとに對たいして正ただしく行おこなひ、また自みづから乏ともしきことなからん爲ためなり。
    


    
      13兄弟きゃうだいよ、既すでに眠ねむれる者もののことに就つきては、汝なんぢらの知しらざるを好このまず、希望のぞみなき他ほかの人ひとのごとく歎なげかざらん爲ためなり。 14我われらの信しんずる如ごとく、イエスもし死しにて甦よみがへり給たまひしならば、神かみはイエスによりて眠ねむりに就つきたる者ものを、イエスと共ともに連つれきたり給たまふべきなり。 15われら主しゅの言ことばをもて汝なんぢらに言いはん、我等われらのうち主しゅの來きたりたまふ時ときに至いたるまで生いきて存のこれる者ものは、既すでに眠ねむれる者ものに決けっして先さきだたじ。 16それ主しゅは、號令がうれいと御使みつかひの長をさの聲こゑと神かみのラッパと共ともに、みづから天てんより降くだり給たまはん。その時ときキリストにある死人しにんまづ甦よみがへり、 17後のちに生いきて存のこれる我われらは、彼かれらと共ともに雲くものうちに取とり去さられ、空中くうちゅうにて主しゅを迎むかへ、斯かくていつまでも主しゅと偕ともに居をるべし。 18されば此これ等らの言ことばをもて互たがひに相あひ慰なぐさめよ。
    

  


  


  
    第五章


    
      1兄弟きゃうだいよ、時ときと期きとに就つきては汝なんぢらに書かきおくるに及およばず。 2汝なんぢらは主しゅの日ひの盜人ぬすびとの夜よるきたるが如ごとくに來きたることを、自みづから詳細つまびらかに知しればなり。 3人々ひとびとの平和へいわ無事ぶじなりと言いふほどに、滅亡ほろびにはかに彼かれらの上うへに來きたらん、妊はらめる婦をんなに産うみの苦痛くるしみの臨のぞむがごとし、必かならず遁のがるることを得えじ。 4されど兄弟きゃうだいよ、汝なんぢらは暗やみに居をらざれば、盜人ぬすびとの來きたるごとく其その日ひなんぢらに追及おひしくことなし。 5それ汝なんぢ等らはみな光ひかりの子こども晝ひるの子供こどもなり。我われらは夜よるに屬つく者ものにあらず、暗やみに屬つく者ものにあらず。 6されば他ほかの人ひとのごとく眠ねむるべからず、目めを覺さまして愼つつしむべし。 7眠ねむる者ものは夜よる眠ねむり、酒さけに醉ゑふ者ものは夜よる醉ゑふなり。 8されど我われらは晝ひるに屬つく者ものなれば、信仰しんかうと愛あいとの胸當むねあてを著つけ、救すくひの望のぞみの兜かぶとをかむりて愼つつしむべし。 9それ神かみは我われらを怒いかりに遭あはせんとにあらず、主しゅイエス・キリストに頼よりて救すくひを得えさせんと定さだめ給たまへるなり。 10主しゅの我等われらのために死しに給たまへるは、我等われらをして寤さめをるとも眠ねむりをるとも己おのれと共ともに生いくることを得えしめん爲ためなり。 11此この故ゆゑに互たがひに勸すすめて各自おのおのの徳とくを建たつべし、これ汝なんぢらが常つねに爲なす所ところなり。
    


    
      12兄弟きゃうだいよ、汝なんぢらに求もとむ。なんぢらの中うちに勞らうし、主しゅにありて汝なんぢらを治をさめ、汝なんぢらを訓戒くんかいする者ものを重おもんじ、 13その勤勞はたらきによりて厚あつく之これを愛あいし敬うやまへ。また互たがひに相あひ和やはらぐべし。 14兄弟きゃうだいよ、汝なんぢらに勸すすむ、妄みだりなる者ものを訓戒くんかいし、落膽きおちせし者ものを勵はげまし、弱よわき者ものを扶たすけ、凡すべての人ひとに對たいして寛容くわんようなれ。 15誰たれも人ひとに對たいし惡あくをもて惡あくに報むくいぬやう愼つつしめ。ただ相あひ互たがひに、また凡すべての人ひとに對たいして常つねに善ぜんを追おひ求もとめよ。 16常つねに喜よろこべ、 17絶たえず祈いのれ、 18凡すべてのことを感謝かんしゃせよ、これキリスト・イエスに由よりて神かみの汝なんぢらに求もとめ給たまふ所ところなり。 19御靈みたまを熄けすな、 20預言よげんを蔑なみすな、 21凡すべてのこと試こころみて善よきものを守まもり、 22凡すべて惡あくの類たぐひに遠とほざかれ。
    


    
      23願ねがはくは平和へいわの神かみ、みづから汝なんぢらを全まったく潔きよくし、汝なんぢらの靈れいと心こころと體からだとを全まったく守まもりて、我われらの主しゅイエス・キリストの來きたり給たまふとき責せむべき所ところなからしめ給たまはん事ことを。 24汝なんぢらを召めしたまふ者ものは眞實まことなれば、之これを成なし給たまふべし。
    


    
      25兄弟きゃうだいよ、我われらのために祈いのれ。
    


    
      26きよき接吻くちつけをもて凡すべての兄弟きゃうだいの安否あんぴを問とへ。 27主しゅによりて汝なんぢらに命めいず、この書ふみを凡すべての兄弟きゃうだいに讀よみ聞きかせよ。
    


    
      28願ねがはくは主しゅイエス・キリストの恩惠めぐみ、なんぢらと偕ともに在あらんことを。
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